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第８回アフリカ開発会議（ＴＩＣＡＤ８）（8月27-28日 於：チュニス）

２ 総理発言のポイント

 若い人々に支えられたアフリカは、ダイナミックな成長が期待できる大陸。日本は、アフリカと「共に成長するパートナー」
でありたい。「成長と分配の好循環」を通じ、アフリカ自身が目指す強靱なアフリカを実現していく。

 「人」に注目した日本らしいアプローチの下、「人への投資」、「成長の質」を重視。今後３年間で官民総額300億ドル
規模の資金を投入し、以下の取組を行う。

 日本とアフリカ諸国に加え、AU議連、国際機関、民間企業、市民社会が参加。オンラインを活用（アフリカ48か国か
ら20名の首脳級が参加。）。

 岸田総理大臣はオンラインで参加。林外務大臣（総理特使）がサイード・チュニジア大統領及びサル・セネガル大統
領（AU議長）とともに対面参加。

令和４年８月
外務省

① グリーン投資：「アフリカ・グリーン成長イニシアティブ」を立ち上げ、官民合わせて40億ドルを
投資。

② 投資促進：活力ある日本とアフリカの若者が取り組むスタートアップに焦点。日本経済界に
よる、100億円超の「スタートアップ向け投資ファンド」の計画を政府としても歓迎。

③ 開発金融：人々の生活を向上させるため、最大約50億ドルのアフリカ開発銀行との協調融
資を実施。債務健全化を進める国を支援するための特別枠最大10億ドルを新たに創設。

④ 保健・公衆衛生：人間の安全保障の理念に立脚し、感染症対策等支援のためグローバ
ル・ファンドへの最大10.8億ドルの新規拠出。

⑤ 人材育成：アフリカの未来を支える産業、保健・医療、教育、農業、司法・行政等の分野
の30万人の人材育成。

⑥ 地域の安定化：複雑化する地域情勢へ対応するため、「アフリカの角」特使を任命し、迅速
な対応に向けた体制を強化。

⑦ 食料安全保障：人々の生活を守る強靱な社会を構築するため、アフリカ開発銀行との３
億ドルの協調融資、20万人の農業分野の人材育成。



３ 議論の概要

 経済・社会・平和と安定の３つの全体会合、ビジネスフォーラム、第4回野口英世アフリカ賞授賞式を実施。
 全体会合１（経済）では、岸田総理から、新型コロナやウクライナ情勢を受け、深刻な影響を受けるアフリカの経済・
社会に対し、民間投資の促進、公正で透明な開発金融の確保、グリーン経済の促進、食料安全保障の強化を通じ、
強靱なアフリカ経済の実現に向け、貢献していく旨発表。不公正・不透明な開発金融により、アフリカの開発が妨げら
れてはならないとの認識を一にした。

 全体会合２（社会）では、岸田総理から、アフリカの成長を堅実なものとする上でも、質の高い生活環境を整えるこ
とが必須であり、保健、教育、環境に重点的に取り組んでいく旨発表。新型コロナ等の感染症対策や気候変動など、
人類共通の課題に対して、国際社会が連帯して立ち向かう必要性を改めてアフリカ諸国と共有。

 全体会合３（平和と安定）では、岸田総理から、司法・行政分野の制度構築・ガバナンス強化を通じた法の支配
の推進や、憲法秩序への回復・民主主義の定着に向けたアフリカ自身の取組を力強く後押しする考えを発表。行政
サービス改善に向けた取組を含むコミュニティ基盤強化への貢献も表明。

 閉会式では「TICAD8チュニス宣言」を採択。
 ビジネス・フォーラムでは、日本企業約100名（スタートアップ約10名を含む）、アフリカ企業約100名（チュニジアか
らの約30名含む）、アフリカ経済閣僚、開発金融機関、日本の公的機関等の計約300名が参加し、日本とアフリカ
とのビジネス関係強化を議論。日本企業がアフリカ諸国等との間で締結した92件のMOU署名を歓迎。

 第４回野口英世アフリカ賞授賞式では、医学研究分野では、新型コロナやHIV/AIDSなどの感染症対策・治療へ
の貢献によりカリム博士夫妻（南アフリカ）が、医療活動分野では、寄生虫感染撲滅に向けた貢献により「ギニア虫
撲滅プログラム」（米国）が受賞。同授賞式のアフリカ開催は今回が初。

４ 二国間会談

 岸田総理は、サイード・チュニジア大統領（ホスト）、サル・セネガル大統領（AU議長）、ファキAUC委員長（共催
者）等と計10か国・機関、林外務大臣は、８名の首脳級を含む計21か国と二国間会談を実施。

 アフリカ諸国が抱える課題やアフリカを取り巻く複雑な国際情勢についてつっこんだ議論を実施。不公正・不透明な貸
付への対処、すなわち開発金融の重要性を伝達し、問題意識のさらなる共有を図り、ともに取り組んでいくことを確認。
ロシアによるウクライナ侵略とその影響については、アフリカの食料安全保障強化に力強く取り組むことを確認。なお、多
くの首脳から安倍元首相への弔意が表明された。


